
科目コード 科目名 担当者 単位 科専攻 開講期 必・選 

KCS-O-L-2 地域子育て・子育ち支援論 森下順子 ２ 保育 後期 選択 

授業の概要 

本科目は、和歌山県を中心とした地域の子育て・子育ち支援について理解し、専門的知識を身につ

けて地域貢献ができる人材育成を目指す。厚生労働省が参考として示すファミリー・サポート・センタ

ーの提供会員への講習と同等の内容を満たしている授業である（和歌山県福祉保健部認定）。 

授業の目標 

本学独自の認定資格「子育て・子育ちサポーター」取得にための基礎的知識を身につける。和歌山を

中心とした子育てや子育ちの現状を学び、地域課題に向き合い、将来は地域のリーダーとして社会

貢献できることを目標とする。 

学習成果の区分 学生の到達目標 

◎ 知識・理解 和歌山を中心とした子育て・子育ちの現状が理解できる。 

○ 論理的思考力・問題解決力 地域の課題解決に向き合おうとする意欲が芽生える。 

△ 自己管理力 積極的に授業に取り組むことができる。 

△ 社会的責任 社会からの期待を感じ取り将来に向けての自覚が芽生える。 

回 授業のテーマ及び内容 8 病院への受診について 

1 オリエンテーション・保育のこころ 9 
看護要する子どもの家庭での工夫 

安全と事故対応（応急処置） 

2 
子育てをめぐる現状と課題について 

子育ち支援施設見学 
10 安全と事故対応対策 

3 
子どもの健やかな発達について 

親子ふれあい体験 
11 子どもの世話 講義と実践 

4 
子どもの発達と発達障がい 

親子ふれあい体験 
12 子どもの栄養と食生活 講義と調査 

5 
子どもの豊かな育ちのための保護者支援 

親子ふれあい体験 
13 子どもの栄養と食生活 講義と調査 

6 子どもの病気（感染する病気・急を要する病気） 14 子どもの遊び 実践 

7 子どもの看護のポイントと家庭での工夫 15 和歌山の子育てと未来 

成績評価方法（観点別） 

学習成果 

成績評価方法 
◎ ○ △ △ 評価の割合（％） 

期 末 試 験 ４０    ４０％ 

課 題 ・ 小 テ ス ト 等 １０ ３０   ４０％ 

受講態度・授業への参加度   １０ １０ ２０％ 

そ の 他 （ 自 由 記 述 ）      

評 価 の 割 合 （ ％ ） ５０％ ３０％ １０％ １０％ １００％ 

教 科 書 なし 

参 考 書 
金山美和子他「みんなでつくる子育て支援 上越市マミーズ・ネットの挑戦」子ども

の未来社 

授 業 外 の 学 習 方 法 学内子育て支援施設を自主見学しておくこと。地域の子育て支援事業を把握する。 

免 許 ・ 資 格 子育て・子育ちサポーター認定資格必修科目 

地 域 に 関 す る 学 習 該当有り 

備 考 A4版フラットファイル1冊（初回に説明します） 

 


